


絵本には絵とことばがたくさん詰まっています。そして、それらの
ことばには心に残るものが少なくありません。今回は、私が、「くま
のコールテンくん」という絵本で出会ったことばを紹介します。
コールテンくんは、小さなくまのぬいぐるみです。デパートのおも

ちゃ売り場で自分を選んでくれるお客さんを心待ちにしているのですが、
誰も足を止めてくれません。つりズボンのボタンがとれていて、とても新品には
見えなかったからです。心さびしい思いをします。
そんなある日、リサという女の子が貯金を使って、コールテンくんを家に連れ

帰ってくれました。リサの部屋にはコールテンくん用の小さなベッドまで用意し
てありました。そして、とれたズボンのボタンも新しくつけてくれました。心か
ら歓迎してくれたリサの気持ちに、コールテンくんは嬉しさでいっぱいです。
そしてリサに言うのです。「友だちって、きっと きみのような ひとのこと

だね。」「ぼく、ずっとまえから、ともだちが ほしいなって おもってたんだ」。
リサは「あたしもよ！」と言ってコールテンくんを抱きしめてくれました。
私は、コールテンくんのこのことばを声に出して読んだとき、高校入学時の不安

で一杯だった私が、親友と言える人に出会えたときの嬉しかった気持ちが思い出さ
れ、コールテンくんの気持ちがよく理解できる思いがしました。
絵本を通して心に残る言葉と出会えた時は本当に嬉しいものです。

これも絵本の魅力の一つだと思います。

＊作品 「くまのコールテンくん」 ドン＝フリーマン さく 偕成社

図書館には「やまびこ号」という
移動図書館車があって、市内各地を
回っております。その中には、小学
校や保育園も含まれています。また、
施設見学で図書館にやってくる小学
生もいますので、子どもとかかわる
機会は、多いのですが、その時に子
どもたちからよく言われるのは、
「こわい本ありませんか？」という
言葉です。

そこから私の悩みが始まります。
つまり、「怖って、どのレベル？」
「あなたは、何が怖いの？まんじゅ
うじゃないよね。」という悩みです。

そこで、今回紹介する絵本は、そ
んな私の目にとまった絵本二冊。一
冊目は『ついてくる』（小川育作
教育画劇 2021年刊）です。これ
は、見学に来た小学生に読みました。
結果は、怖いのは嫌だと言って、目
をつぶっている二人を除いて、おお
むね好評。怖くないじゃん。と言い
ながらも、ワイワイ。最後の落ちか
ら、「え～。」となったので、最初
の場面をもう一度みせますと、子ど
もたちの鋭い目線は、絵の中の伏線
を発見していました。内容は、見て
のお楽しみということにします。

二冊目は、『きょうふのしりと
り』（武田美穂作 ほるぷ出版
2019年刊）です。男の子が二人で
「しりとり」を始めます。今回は
「こわいもの」で「しりとり」。初
めは、「ようかい」の「い」。最初
は順調にいくのですが、そのうちに
再びの「い」に困った男の子は、
「いぬ・・・のようかい！」。ここ
から、「○○のようかい」が続いて
しまうのですが、大人の私は、間に
「の」が入ったら、ダメなんじゃな
いの？と突っ込みたくなりますが、
二人は続行。でも、しばらくして
「ようかい」は禁止にします。再び
順調に怖いものが続いていきますが、
また、次の言葉に困ってしまった男
の子が奥の手を出します。「めが
いっぱいのおばけ！」。それでも、
「しりとり」が続いていきます。も
う！子どもの怖いものって、おもし
ろ～い。と言う、おはなし。怖い本
ではないですね。

でも、実は図書館の子どもの本に
も「怖い本」はあります。妖怪やお
化けのお話。怪談や遠野物語、学校
の怪談。大人の小説家が書いた絵本
まで。怖さの種類もレベルもいろい
ろ。本棚の中に隠れていますので、
探してみてくださいね。
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